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コロナホール（以後CH）による高速風は地球磁気圏に擾乱を起こす要因の一つであるが、太陽活動静穏期にも
CHによる擾乱は発生し地磁気嵐にいたることがある。またコロナ質量放出（CME）は背景太陽風との相互作用
により伝搬の速さや方向，広がりが影響され、その結果地球への到来予測も変り得ることから、正確な太陽風の
再現は宇宙天気において重要な課題の一つである。低緯度に位置する CHは周期性があることから予測は比較的
容易であるが、中緯度に位置する CHは過去の履歴や地球の位置情報のみでは予測が難しい。そこであらゆる位
置の CHからの高速太陽風の到来を予測するため、太陽コロナ域から地球軌道を含む領域のグローバル太陽風シ
ミュレーションモデルの開発を行って来ている。これまで 2016年にモデルによる予報システムの運用を開始し、
2018年に運用の自動化を行って、前々回の年会までに報告した来た。
課題として、運用中のシミュレーションモデルの解像度が低く、面積の小さいCHや極から低緯度にいたるCH

の先端部分の再現が不十分だったことがあげられる。前回の年会ではこの問題を改善すべく、格子点を約 16倍
（解像度～Δ 1度×Δ 2度）にした高解像度版モデルを開発し、その途中経過について報告した。高解像度版では
小さい CHや CHの境界もクリアに再現することが可能になったが、一方で地球軌道での太陽風の再現性に課題
が残っている。
ここではこのシミュレーションモデルの結果と加熱モデルの最適化について報告する。


